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【実習】気体分子の運動とＰＶ図（レポート）

【目的】気体の状態変化に関する記述から，P － V
図を描く。

１ 気体分子運動と気体の状態変化

閉じ込められた気体の状態変化（圧力，体積，温

度の変化)を横軸に体積，縦軸に圧力をとって表した

グラフを P-V 図という。温度は P-V 図上では反比例
の曲線で表され，その曲線を等温曲線という。

気体分子運動実験器においてフタを固定した状態

で手回し発電機を回すことは，図の｛① Ａ→Ｂ・

Ａ→Ｃ｝の変化で表され，（② 定積 ）変化である。

フタを自由にした状態で手回し発電機を回すことは，

図の｛③ Ａ→Ｂ・Ａ→Ｃ｝の変化に対応し，（②

定圧 ）変化である。いずれも，分子運動は激しくなるので（⑩ 温

度 ）は上昇する。

【実習】P-V図を書く
１ 文を読み取る（解答略）

1mol の単原子分子理想気体をピストンがついたシリンダー内に閉
じ込め，図のように体積 Vと圧力 pを A→ B→ C→ D→ Aと変化さ
せた。A → B と C → D は熱の出入りがないように変化させている。
各温度は TA，TB，TC，TD 圧力は pA，pB，pD，体積は VA，VB，VC と

する。

状態の表と状態変化の表を完成させよ。ただし TB＜ TD であり，P
－ V図には等温曲線も入れること。

２ 図を読み取る。（解答略）

次の図を読み取り P － V 図を完成させよ。B → C，C → A は P-V 図上では直線的な変化とする。
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